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Appeal Point

「血栓」と「炎症」は多くの
疾患に関わる病態です。実
臨床へ活かせる様になれ
ば、各種炎症病態の予後改
善につながると期待してい
ます。
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研究成果の応用可能性

 各種炎症病態へのV/A axisの関与を明らかにできれば、そ
の反応系を適切に制御することで病態の軽減を図ることがで
きる。

 von Willebrand factor・ADAMTS-13反応系（V/A 
axis）は、血小板血栓形成と、血管内皮傷害を契機とした炎
症進展の両者に関わる反応系であり、今までに脳、心臓、肝臓
の虚血再灌流性傷害（I/R injury）の病態への関与が報告さ
れている。我々は腎臓のI/R injuryにおいてもV/A axisが関
与していることを報告し、リコンビナントADAMTS-13の投
与により傷害が軽減する可能性を示した。現在は薬剤性など
他の原因による腎傷害でのV/A axisの関与について研究を進
めている。
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